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付記　本稿は、2014年度、2015年度公益財団法人東海ジェンダー研究所団体研
究助成による研究成果の一部です。女性労働運動史研究会、大阪府立大学女性
学研究センター第２回ジェンダー研究セミナー、同志社大学F.G.S.S.での研究
発表をもとに執筆しました。竹中恵美子氏と伍賀偕子氏をはじめ、関係機関に
心より感謝致します。
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浅井美智子さんのご退職にあたって

　浅井美智子さんは2005年の大阪女子大学と大阪府立大学の統合時に女性
学研究センター研究員に着任していただき、以来10年以上の長きにわたっ
て、センターの活動に貢献してくださいました。浅井さんのご専門はル 
ソーをはじめとする社会思想研究ですが、その成果を生殖技術をめぐる倫
理研究という今日的課題に活かした先進的でユニークな研究活動を進めて
来られ、女性学研究センターでは、そうしたご専門を活かした事業にご尽
力くださいました。
　大学の組織改編の中で女性学研究センターの所属や組織のありかたにも
様々な変化がありました。またセンター活動はつねに予算不足への対処を
要するものでもありますが、浅井さんの明るく楽天的なお人柄につねに励
まされて、様々な「難局」を乗り切ってきたと思います。個人的にも研究
室が隣同士で、学生院生の指導から食後のコーヒーまで、とてもお世話に
なりました。
　学生院生にも教職員にもとても慕われてきた浅井さんに、今までの長い
ご貢献を心から感謝申し上げ、今後のいっそうのご活躍とともに、今後と
も末長くジェンダー研究者としてセンターの活動に関わっていただきたい
と願っています。センターではいつでもご来訪をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　女性学研究センター構成員を代表して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016年度主任　伊田久美子


